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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は，県立広島大学のオープンキャンパスにようこそいらっしゃいました。
私は経営情報学部 経営情報学科長の小川です。
早速ですが，今から20分ほど時間をとって，学科紹介と入試説明をしたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
県立広島大学は広島，庄原，三原の3つのキャンパスに分かれています。
本学科は，ここ広島キャンパスに1学年定員40名で設置されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
始めに，本学科の教育研究の理念と目的について説明します。

「高度情報化社会」の進展に伴い，さまざまな分野で情報の取り扱いに精通した人が求められています。
経営情報学科では，情報科学に関する高度な技術を，経営・環境・社会に活用することにより，豊かで快適なデジタル社会を構築することを目指しています。

具体的には，
情報科学の高度な専門知識やインターネットに関する技術を，経営の効率化や経営戦略へ活用すべく，教育・研究しています。
また，
環境や社会にとって有用な情報を収集し活用することにより，エコ社会の実現に向けて種々の問題解決を図ったり，
新しい産業の構築や新規事業の創出を推進しうる，実践力のある人材の育成を目指した教育・研究を展開しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学科の人材育成目標は，先ほど述べた理念に基づき，
この図に示すように，
情報システムの企画・設計・運用管理の能力を身に付け，
企業や社会の情報化に寄与できる「情報化推進者」，
情報産業界において情報システムの開発を目指す「情報処理技術者」，
および，これまでにない知識集約型の事業を新しく創り出していける人材
を育成することにあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの教育研究・人材育成目標を達成するために，経営情報学科では，
専門科目の学問領域をこの図に示すように，
経営情報分野，情報処理分野，経営科学分野の
3つの教育分野に分類し，
それぞれここに示すような専門科目を配置しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学科の教育内容の特色としては，これらのことがあげられます。
１．情報科学に強い人材の育成
　　情報を経営・環境・社会に活用できる情報分析力や応用力が身に付きます。
２．デジタル社会推進のためのシステムデザイン力を重視
　　情報化の構想や企画の基本となるシステムデザイン力が身に付きます。
３．少人数教育による演習や実験
　　実践的スキルを確実に身につけることができます。
４．人材育成目標にそった学習体系
　　「情報処理技術者」と「情報化推進者」の育成を目指した2つの履修モデルを提示します。
　　また，基本情報技術者などの資格取得をサポートしています。
５．企業や社会における第一線との接触
　　学生が企業や社会の実務家と接触する機会を設けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドはコンピュータ演習室を使った演習の様子です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経営情報学部，大学院情報マネジメント専攻で管理している
経営情報システム演習室には高度な専門ソフトウェアを多数導入しています。
これにより，例えば企業活動における業務の流れを，業務プロセスモデリングという手法で可視化し，
分析評価することによって業務の効率化を検討することができるようになっています。


AAE S =]

BEERLES
e HBHOMNEETELIEMDEEZTBIET
- 1EROFIE CERPABEES THEU _
1FEBDFBEFETCOVELA—RLGEEES-EERTHRSE
B ERINEXIE
e EREBER(BFHMUIEFTIMEHER) ODRFEETXIE
AAZEBEEODRE, AR KRB, HEEISE EHORE
H25~H27FE TCHOEKIEIRR
EAEHREMNE 302 (ZRE94R), HRAIBEHRENE 62 (2REIR)
BEESr—3(MHn—E&
e EXREFEFAMNMBALEELTWDIERTT7IUDIVTAR
20125 7ATT7EM xEFE, MBI BFE =1k
2013FE S —R34AT7ATT7EM BFE

20145 E 7IT)EREM AE
2015FE S —R3AT7ATT7EMA AZE, ZESFAIE



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
確かな教育を推し進めるために，
講義と演習を併用しています。

現実問題において自らが実践できる技術の修得を目指して，
1年間の前半で理論や知識を講義で学び，
1年間の後半でコンピュータなどを使った実験で検証します。
講義で学んだ理論を単なる知識に留めることなく，実験を通して理解を深めることができます。

また，学習意欲の向上と専門家としての自覚を促すべく，
国家資格（情報処理技術者試験）の受験を推進し，取得を支援しています。
具体的には，団体受験窓口の設置，試験対策講座，試験対応科目の開講
などを行っています。
H25からH27までの3年間の資格取得状況は，ここに示しているとおりです。

また近年では，学生ケータイあわーどという
産業界と学界が協力し実施している携帯アプリのコンテストが開催され，
いくつかの研究室では，学生がチームを作りこれに参加してこれらの賞を受賞しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドは先ほどの情報処理技術者試験，基本情報技術者区分の出題範囲に対応した授業の一覧です。
在学中に取得することができるよう，各授業の中で試験に関連する内容を扱うようにしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは授業風景の一例です。
学科定員が40名なので必修科目でも学生と教員の距離が非常に近く，
きめ細やかな学習指導が行える環境が整っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に研究についてですが，本学科では全員が指導教員のもとで，3年生から4年生にかけて卒業研究を行い，
その成果を卒業論文にまとめ，学科の中で発表をすることになっています。
そして，毎年何人かの学生は国内外における各種学会の研究発表会で学会発表を行っています。
多くの優れた研究論文，学会発表に対して，ここにあげているような賞を受けています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは研究室でのゼミ風景の一例です。
指導教員1名当たり，3，4年生合わせて平均5名程度の少人数なので，
和気藹々とした雰囲気の研究室が多いです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして，平成27年度，この春に卒業した学生たちの就職先と進学先ですが，
ここに示していますように，地元の情報通信業を中心に情報通信業以外にも
多数の学生が就職しています。
また，例年数名の学生が大学院に進学しています。


d

LR 275F

EHAEFT)EI(RADRFMRL

4

—DORIZHIET-DEE

ArqAYF

g7

Al



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，これは毎年5月のゴールデンウィーク明けに実施している
新入生オリゼミという学校行事の写真です。
2年前の写真なので，高校3年生のみなさんにとっては2つ上の先輩にあたると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そしてこれは，今年度の新入生オリゼミのときの写真になります。

新入生オリゼミでは，リクリエーションなどを通して仲間との親睦を深めるとともに，
学科の先生方や先輩たちと交流することによって，
入学後の学生生活に有益なアドバイスや情報を得ることができる良い機会になっているようです。

経営情報学科では，情報科学に関して学んだ理論や方法論を，
積極的に現実問題に応用し，解決策を提案したり，実際にモノづくりなどに
応用することによって有効性を確かめたりしていきます。

自分の力で考えて，何かを作れるようになりたい，
自分が作った何かで社会や組織あるいは環境を豊かにしたい
という人はぜひ本学科に入学して，その何かを見つけてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて，平成29年度入試について説明します。
入学者選抜要項の1ページ目を参照してください。
本学科では，一般選抜，推薦入試，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜という
4種類の選抜区分で入試を実施します。
それぞれの選抜期日はここに示す通りです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
入学定員及び募集人員については，同じく入学者選抜要項の1ページ目の中ほどに記載している通りです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一般選抜の前期日程，後期日程における実施教科・科目等については，入学者選抜要項11ページに記載している通りです。
細かな指示は選抜要項の記載に従ってください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一般選抜の配点については，入学者選抜要項11ページに記載している通りです。
センター試験の比率が大きいことと，特に数学に大きく傾斜配点しているので注意してください。
本学科のアドミッションポリシーを反映したものですので，ご留意ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
センター試験の選択科目については，
地歴・公民については，2科目を受験する場合，第1解答科目の得点が採用されます。
理科については，4つのパターンが出てきます。
理科①を受験した場合は選択解答した2科目の得点が，理科②で1科目選択解答した場合もその科目の得点が採用されます。
3つ目のパターンとして理科①で2科目選択解答，理科②で１科目選択解答した場合，いずれか高い方の得点が採用されます。
４つ目のパターンとして理科②で２科目選択解答した場合，第1解答科目の得点が採用されます。
センター試験の受験の際には注意してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの理科の採点方法を整理すると，このようになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
推薦入試については，入学者選抜要項の17ページに記載している通りです。
県内専門高校枠の選抜方法について，資格を取得している場合は加点を行うことになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加点対象資格はここに示す通りですが，入学者選抜要項18ページにも記載していますので，ご留意ください。

また，お手元の資料の中に「インターネット出願スタート！」と書いてあるパンフレットがあると思いますが，
推薦入試については従来の書類による出願とインターネット出願いずれでも受け付けますが，
一般選抜（前期日程・後期日程）はともにインターネット出願のみ受け付けになります。
出願方法についても，このパンフレットで確認しておいてください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に，この場をお借りして公開講座へのお誘いです。
8月末から10月末にかけて，3つの公開講座を計画しています。

1つ目は，8月31日，9月7日，2回に分けて行われる
「私たちの身の回りのICT」という講座です。
IoT，マイナンバー，自動運転技術，対戦プログラムなど
日ごろ耳にすることが多くなってきた身の回りのICTの活用事例を採り上げ，
その仕組みや特徴，問題点や今後の課題などについて分かりやすく解説します。

2つ目は9月15，20，27，29日，4回に分けて行われる
「情報セキュリティマネジメント試験対策講座」です。
情報技術に関する国家試験「情報処理技術者試験」に，
今年春から新たに情報セキュリティマネジメント試験区分が追加されました。
この講座では，問題の解き方・考え方やポイント解説などを行い，合格を目指す人を支援します。

3つ目は10月3,5,7,14,17,19,21日の7日間にわたって行われる
「経営情報学連続講座　情報学で何ができるの？」です。
この講座は，学科の教員がそれぞれの研究分野における研究成果について，
それが社会のどんなところで活用され役に立っているかなど，分かりやすく解説します。
大学の研究を知る良い機会になると思いますので，回数は多いですが，受講料無料ですし，
興味が向いたテーマの回だけでも参加してください。

これらの公開講座のパンフレットは机上の配布物にもありますし，
パネル展示の会場にも置いてありますので，お持ち帰りください。

なお，大学のHPにも講座の案内を掲載していますので，ご覧ください。
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